
条 北

〇廃第 海

政１ 道棄

治項 告物

平 団の 示の

成 体規 第処

十 の理定

四 収及に

年 支よ 号び

三 報り

北 海

〇 〇 〇 〇
特 特 都 平
定 定 市 成
調 調 計 十
達 達 画 三

道 契 道 契 開 法 支 年
選 約 教 約 拓 に 度庁
挙 に 育 に 記 よ 北

告管 係 委 係 念 る 海

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
補 平 建 市 道 知 平
助 成 築 町 路 事 成
金 十 基 村 の 権 十
等 四 準 の 区 限 四

公 の 年 法 決 域 に 年
交 二 に 定 の 係 度
付 級 よ に 変 る 北
に 建 る 係 更 保 海

第

〇 〇 〇 〇 〇
土 大 大 一 産
地 規 規 般 業
改 模 模 競 廃
良 小 小 争 棄
事 売 売 入 物 告
業 店 店 札 処
の 舗 舗 理（
施 立 立 物 施

号

毎
週
火
・
金
曜清

月 告掃、

五 書産 告に

日 の関業

要す廃

旨る棄

の法物

公律処

火 表理

の昭施

曜 一和設

部設

日 訂年置

正法許

理 る 員 る 館 開 示 道
委 入 会 入 告 発 補
員 札 教 札 示 行 正
会 の 育 の 為 予
告 公 長 公 に 算
示 告 告 告 関 の
の 示 の す 要
一 一 る 領
部 部 工
改 改 事
正 正 の

完
了

表 関 築 指 る 及 安 道
す 士 定 都 び 林 立
る 試 確 市 供 の 大
権 験 認 計 用 指 学
限 及 検 画 の 定 校
の び 査 の 開 の の
委 木 機 変 始 解 研
任 造 関 更 除 修
の 建 の に の 部
一 築 業 関 予 門
部 士 務 す 定 に
改 試 区 る お
正 験 域 図 け

行 地 地 品 設 示 目
の 法 法 の の
協 附 第 購 設
議 則 五 入 置
の 第 条 ） に
適 五 第 の 係
否 条 一 実 る
の 第 項 施 許
決 一 可（
定 項 新 申

設 請（
変 ） 書 次
更 の の

日
発
行

請 第申
律可

示が
。 下
た 以
っ 。
あ 号

う
い

と
」
法

（
財
政
課

の の 書 る
実 増 の 研
施 加 写 修
の し の
認 の 実
可 縦 施
覧

（
出 （ （ （ （ （
納 建 建 都 道 農
局 築 築 市 路 業（
総 指 指 計 整 治 改
務 導 導 画 備 山 良
課 課 課 課 課 課 課

） 届 内
の 出 容
届 の
出 概

要
等（

障（
土 害 （
地 者 廃（ （
改 地 地 保 棄
良 域 域 健 物
指 産 産 福 対
導 業 業 祉 策 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

第
）
。

五
五

の意及意支と

境所路こ

書施書地

保見び見庁。

はの、政

上に設は域

全
の

）

五 五 五 五
五 五 五 一

２３

縦縦平見こ

法アイ律意

第
覧北釧覧成昭書の

和の産 条の海路の

提業 第場道町期年

２所釧住間３年出廃

） ） ） ） ） ） ）

五 五 四 四 四 四 四
一 〇 九 九 九 九 七

物動ず
物び

産廃廃の産燃植及

廃殻性陶

棄 業油焼業え

焼施棄、残磁

物 廃の却

物却設物廃さ器

の 棄

） ） ） ） ）
電話

ペ
四 四 四 四 四 ー
七 五 四 四 三 ジ 印刷

１

路

請申平申釧株産釧

申

会廃郡

の請成請路式業

者郡 概年

物路

要月年の釧社棄釧

日２住路釧

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

、お成

おと平

なの
次

産り

策

棄る月

廃あ３

業で年

環

地意類海部

見、種北
生

ら書記知境

か見を道

意提の活

のを載事

書す、便）

見出上郵課

提者活号平

をる生番に

出の環成

す氏境

路民月法棄
る名の－年

処

及び支課５律物

項及

理

び時庁日第

第間地か

施
の ） 項政同設 号 ３域ら

置 規 規部４設 に に策年

関 す す境５に 定 定環月

、 休 申活まし る る生日

）処油、く

処

日 請課で

及 理設理、動ず

理 処施

酸系鉱

び 施）施廃物、

の第に、固さ 清 設、設

不、 に 種８お廃形い 掃

てラ要動 関 類号いプ
チ、の る廃処ス物物 す

体 律
ラすッゴ死 法プ理

チ産類く、 施
スるクム

別厚理別

月所町路処町

、
原社設原

日名保生施保

び南代設南

及野の野

称

表置 代
表線取の線

締場 者

中１

氏地地

の番役所番

名

山、

置
設

設
施
理
処日

物。５

書
請

申
可
許

４ こ及保

月 とび全

が住上

き並見路

で所の釧日

。にか浦）

るび地市金

業の２で

産ら見ま

四 廃意丁に

三

番す

物を２着

棄見目到
る

処記

を 書利

理述

く の午午曜関 除 等日害

９９、を 。 縦前前日係

か曜す

の時時土有 ） 覧

午及者

所らら日る

場か
５国、

時後後びは

、午
まの海

及時時民北

間５

び

業、ずば 行

期分で祝道

ア金じ

ク廃廃、い 令
ッ
類棄
カく、 和

の物ル属ん 昭
焼の

却種リず感

設紙ガ性

年施類、、染

、ずス業

令）くラ産

政
第、く廃

第

木ず棄

２

のずコ ）
号く、物 号

は
又
所
住

の
者範

請勝

申

下
以

）
名
氏

知

い道

と海

」北

書
請

申
内
の堀

）
。事

う

こ北提

設るう

施す号よ
る

置。道す

設と海出

の に

でに事

間ま日知

場釧

、ン 第

法環

る活

す生

関

繊ク ７
２

ト ５
業くー 第
産維リ 条 概達

の
容

号棄、く

廃ず

、
は
等也

要



６７８

交交便め札

う入郵認落

はいの

）説又な者

。札
書電も決

第明付付

の場方報の定

法よす法 か交にと方 条
付所

北 海

５
入保第

開開入以証入

札金札 札
保 札札にを保条 下

日加付金７ 消 参納証の
納び 税 しすの及 証費 場

等 所時金よる

道 公 報

３４

平道約海札入入

契北入

項札行札札

成が条道執

行
示市場場日

年うを幌の
及所時

海名す中所

北指
道競場央

第

１２

札調調納納札の

入入次

を入入参ず

に達達にい

場すに

すすす加れ

付を

該

事物物るも

るるる期

項品品日所者

号

北

次 海

の平 道

と成 告
平お 示
成り年 第

十一３
四般月
年競５ 号

三

関入。 第にるる ら 争日

札 す北北

ま事道道場

条る海海の
交

の幌健で

で項札保所

央部す

め中祉付

定市福
者

こ北害。

と区障る

る

との海 」 うこ付北
ろ３

す。免道 と と
者、務 う ににる除財 い

則 ） じじは納規 。 同同

当 そ方

相 。。、付

を 者等和 額 の法昭

含 のは

区び

。 積地北 む 見、年

北北平

示入北日

告争所
に条海海成

第札３時

号関西道道

丁幌赤３

にし６札庁年

定指目市レ月

規て
す名中ン

停海区庁

るを北央ガ日

３２後

品止道北舎午

物

の必す

等等に当
のさ保

海なこ

名仕平北要る

の

道資と

称様成

及等
月糠

数３白

び年立格。

学

量入
札
リ明

説日園

ビ及糠

ハ書白

月入

五札

日

下
以

入

火

」
札

曜

い
と

日

６福

よ西健

に条保

。
う

） も方海

目課

。丁祉

る た治規 の っ自道

契法則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当
消昭以 相
税

規 以
び政務 額

及年財 る

西時

購れ健条階２

地令

丁号

のい祉６３

入て福
務議

格い総目会

資な部

こ
る
す。
有と課室

をこ

求天

テ要和

リび町

。
と

シ仕別

ー

北ョ様
トと１ 道用の－ 海ン書

ミ

堀ド
ッり

事レお） 知

域５

。
る

す
施

実
を

）

ル

規 北

大模なの日 海

規小お生ま平 道

模売、活で成 告

小店同環に 示

売舗法境北年 第

店の第の海３

方第則 上

舗設８保道月

」 の 消
税札）い

費号と 入

名所の細

者契こ詳

アイ

る関札、

あに入は

で約
かすの入 在

落

に入る捨税相

号アイ

業す札

掲札落額て事当

加金者る者

札 げ金をた

入に算額で金と

決 る額

也台
１

達

参
札札提提開

要入入そ

申希のの 加加出出

札 参

財札契
入
９

込望期場

時

務約
の

第な成

則効作

規有書
入

立置条持上５ 号

か２た支

地者第の川日

ら項め庁

法
成規規慮工

平大の配商

模定す労

法売基き観

年小にべ働

第舗き項課

律店づ事光

の、にに

説

をる執札

号新当つ到

書

し務は明

申事称地行

る担北郵電公に

出を、
番する

こ当海便話開よ

る保号号る。

とす道番

組健。

。
織福
の祉－－

名部

－ 称障

っ

に 札係し）あ額な

定

か入た

当 及るたをるを

額っ免札者

た び消金も

て の税て税書は

っ こ費

記落

は 公等当落事に、

価者載札

、 告の該札業

扱額格です決

入 に取金
書 めいにとある定

札 定

かと速

に る１するこ後

札未のを。や

記 入円る

のは限所他
お 書者

に

載

平北北

、 出次

て 提、

い

道道

に よ成海海

２ に

規 り

す 定３幌健

定 所年札保
中祉

る の月市福

資 入

を 参区障

格 札日央部

札要

の。 項る １限 第に否 条
り
を よ

者 に
た 定し 規）

）設該い着

者 め
札 定

落

５つ規意る

第に大てす

第て小をう

条い模見よ

出店す出北

１届売有提
者る道

のが舗るす海

項

事

定っ設はこ知

規あを

よ。す書が

にた置、と

害

、者にき

りる面で堀

及
び者北

地福札内 在健道

所保海
祉幌線

課市
中－
央

に満で問か

西
条

３
北

区

入ず消

れ 関の、わに

さ

税

金 る数札、費

た す端

件あ参積等

額 条がに見
すっ課

当 にる加もの

に

事 金 反きるた税 該 違と

た、は約業 額 しは者契

入そ、金者 の

札の消額で

有 加北害

は端費のあ 分

西健

な 込条保

し 申３者

の 提丁祉

者 を６福

い 書

札 こ入 るた すし 出目課

定
す 予
と た

務
財 。、 と

内
囲

範
の

格
。 価
る

四で

四

り。

次がよる

の
低

最
、

也

お周成

との平達

のそ

り辺

る の

目
丁

６

大地月

、数税

か ５

の 効額に免 に分 無金等

とを係税 相

事 当 す切る

第
則

規
。

るすり課に業 て
っ

も
を

格
価

各
条



出成

ウエ届平
２

平 午駐２荷午年

成 前車かさ前月年

十 ９場所ば９日２

四 時のき時月

年 自施か

三 分動設ら日

北 海

大開閉来

大

イウエアイ

棄模規店店客

駐荷廃規

場ば物小模時時が

輪さ

売車

のき等売小刻刻駐

容設保舗店場

収施の店

道 公 報

大
ア

代さ大平大

規駐 表い規成規

模車 模 取た模

売売の

締ま小年小小場

役市売

舗舗容

社宮店月店店収

長原舗

第

大名丸代旭大代株

氏は
模者会

規信表川規表式

栄締旭小の社

模信取市

名ま

売産役神売氏し

小

舗む

店業町店

舗株林

号

１

市

事規ァ川

出大フ旭

届
売ョ御

の小シ西

項模ッ
舗セ１

要店ン料

概

月 か車に午

五 らのお後

日

荷ま

後入て時

午出い９

数ば

時のさで

８口

火

まを

分き

曜

う

で行

日

台の管の舗午午を

と
こ

８用

数面施施に前後利

積設設お

容運てる

ののい時時す

法業が

方売と

量営小こ

すうる

関行き

にをで

る者時 ９

事の間 台

新の施数

町の日内の台

を舗の

原丁設店設

藤２
す面配

秀目
次

関

４日のに

郎番る積置
事

る

計す

号合

台 項

い

設会地お

を式番にら

者売

る小

す明て

置社利

は者

又う

名行

氏を

の業

名タ１

のン条
称氏

名の

番

びま１

及し目

称ー丁
楽

神
地西号

在ら１

所む

開帯

帯
間
時

る
き

で
が

店

刻
時
店
閉
び
及

刻
時

店
項

並称

所名

住は

び又

及名

に並

人所

法住

にび

び及

は人

て法

っに

あび

規

リ別更大大

セ江変
ア

小小

東よ模模

オ市し規

１

の野う

出大名野札住東大

届氏

不都模

事規幌幌友京規

小瓦中動新小

項模煉市

域７

概売陶央産宿売

の

り 北

大大なの月 海

規規お生５平 道

模模、活日成 告

小小同環ま 示

売売法境で年 第

店店第のに３

表あ

代に

舗舗８保北月

のて

者っ
覧前

旭縦平す縦午

関で

法時９

川覧成る

市期

３

工３か

商間年律間時

道

書覧海海

出縦北北

届
縦済川

の所経上

等場道

ぽ本す店店

っ幌と売売
お

７事のに

ろ町る舗舗
小

５のて

地設い

番項施
行
法を

方業

か営売

ほ運

要店管区株区店

関う
に

通会新の

舗株大式西舗
２称

設会西社宿名

を式

目び

す丁代丁及

置社２

者表５取４所

る代目表
地役１地

の取番締番在

は館城

又高

名役号

氏締

立の条持海５ 号

置２た石

地設第の道日

者項め狩

法
成ら規慮庁

平かの配支

変定す商

法に基き労

年更にべ工

第いき項観

律つづ事働

て、に光

号届当つ課

後

光５和午

観月昭ら

部日

商年５

業火法時

課）律

ま

か第分

ら

で

日だ に ５た ） 月。 号 ７
定し 規

労
産工
域商
地庁

覧部支

るの
す者

課
光
観

課働
業

閉
び
及

刻
時
項店
事開

四 店

五

及敏郎

称一

名脇申

刻
時

に
人

法
に

び
並

所
住

び郎

大て到

）出該いに

っ
あ

模見す

則あ規意着

附が
売有よ

５た小をる

第っ

る提海

第店すう北

条。

はす知

項を者出道

１舗
す書こ

規置、る事

の設

よ者にが

にる面と堀

定

市 休 ま川 る ）旭 す 金、

をは 日 で

時 。 日８ く 曜前 除 日午

） 、
土

は
て

び午

及ら

日か

曜分

りき

りがよで

の
者

表
代

周成。

次の平る達

、そ

也

の
と辺

の時
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設

―――――――

生
物

業

事事

改事 川備

川河整

―費―費費――

業業 修

事修改

止

川 防

改

害河

費 ―――費―費費―

業修

費
設 務

施築

事全
業安改

善
改

産

―――――費費

――――

費―――

策
対

火地急海海海公

―――

火

斜 噴す岸岸岸営

傾 山
警べ高侵局住 地

―― ― ―

川合

都都低河統ダ砂火

小対環河防

市ム山 市地
策境川 河建砂

― ― ―――

疎報

道自沿道過河小情

環川 凍豪基 路規 転道路

道境 局雪雪盤 模 車

―――――
林路

鮭水漁森治公道道

基海保山交路

鱒共 産港
盤岸全通 増事

―――
業 共漁 作農岸

畑酪公沿

戒崩 振 生事村 産

漁 物畜

建

防 難
避り壊潮食部宅

良設 事

策

止 対対対対改

業業

事策策策

五 費費費費費費費

三

備

川
川河整整設事防

河
事事事業 改

改事事 川備

費費費

業業業 修 修業業

急

害河 道緊
費費費費費

善代整 川 防

部整改路改

事 事事修改 行備 改止 備

費

業業 業 業業修 良事事

業安改
費費費費費費費

事 備全備全

殖整保整事

設 業務

事事事業施築

事
費費費費費費費

業業業

安造 改
営業構

産興 経

費

務策 対 対対

定善 善事改

費費費費
業 策 策事



町轄

直直道道積市直河

新寒村河
川

轄轄路路雪

路持設冷道川改

治道維

事事管改対整事

山

北 海

村轄

農農農農水直漁治

地等 総漁山

地産港 用道

修岸事

造整
合港 防基海

事整保 備築

成備

災整盤

道 公 報

然地 会轄 定
特自社直土

良

公祉地 環改 金福土 資

対事 設良 投
共境施改

第

第起

察の
債

警表
３

号

平
成
十
四
年
三

費費

業業理良策備業
良

費費費費費費

業業 業備全

事事業 事事

費費費費費費費費

業業

費

業備業 策業 事整事 資
費費費費

―

９３

的

費

目
額 下安

補 園通度

公交

限

全
月
五
日

８

火都

曜市

日

環

借事券る

総省の知債よ

定発

省の入のの。

務そ

るに

財か又め行

、他れ

務らは

以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

内内内内

以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

内内内内

―

内内

以以以以

％％％％

―内内

地 費費の

設債 道

起 施 水

利

公

法
方

画
計

市
都

費
境

方率

園

正

又る繰。

据お還よてる

知た償

期ては。上

置い
のしす

を半事だ還

間、
め必こ

め賦定、る

含年
元
以均方にが

年利る要と

に償にじき

内等法応で

費―

前
の

債 業

還

事償
― 法

方 ――費
業

事
路

街

補

借事券る

総省の知債よ

定発

省の入のの。

務そ
財か又め行

、他れ

のる
らよ

かに
庫れ
国入

限
度
補 ―正

方

園安の
債 通

起

公交

額

全

――
営
区計

公
地市 設

既土都

務らはるに 画画

以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

内内内内
又る繰。

据お還よてる

知た償

期ては。上

置い
のしす

を半事だ還

間、
含年

以以

％％％％％％％％

内内内内

以以以以以以

借。

内内内内 内内

以以以以

％％％％

内内

置いよてる

据おにじき
償

間、。上

期てる繰。

事施

法
含賦だ還

を年た

利 正

住

還

費費

償

備

率 業整
設

事
事事

善
理路 改

宅整街

業業業

五費費費

四

元め必こ

め賦定、る

以均方にが

年利る要と

に償にじき

内等法応で

必こ

５金、る

め元しす

内償にが

以等要と

年均

の
に還応で

位
単後

方

千
円
）法



平ののの

平に２３５

う
成改
正成事

平 項のの 年す

成 北る年中ア事

十 の項 海。３

四 道月を事中

年 開５削項

三 拓日る中平

北 海

北 ２３

道
海

れ開所開

開 る発及発

拓 地許び許

記 域可氏可

念 のを名年

館 名受月

告 称け日

示 た及

道 公 報

事１ 北

都は 海

、平開 道

完成発

市
後

区

計
了 志画
し年域 支

た３又

法
庁

。月は 告

５工

昭
示

日区

和
第

第

営通子

海公街都交電合
推

全庁 保住
路市安道

岸
事建設進

全宅事公施

号

岸

砂海

ム
轄轄

ダ直砂直

事事

建防防

月 記。成

五 念３

日

３

館月年

告
示日月

第」

１を日

火 号

３水

曜

」

特月）

定

日

達北」

調日を

第 者び

２ の番道

号 住号

開

余赤平拓 市井成

郡川記

井長６

赤村年

念 川月

村竹館 字田日

に 年

含 号 支

第
律ま

法

余

号 庁

赤 第

郡 ）

市
井

第

川 条

告

業 業設
業園整事

字 ２

村

費費費費費費計

備
―

費費費費

業業

設

約道改成

契海に平

に開め

念月

る記。３

係拓る年

入
札館

公長

の館日

一田に

の」

）吉）

告金

赤

部改

告

川晃建

井和後

示 指

番第

地

規

北井 の

赤 項

号
２

２－

海川

示定道

に

庁 次の 支 る１ 志 よ－ 後
山 為

行

浴 発
開ち 長 のう

に

―

以以以以以

％％％％％

内内内内内― 内内

以以以以

％％％％

の夫。

次る

を和め

内内

び正

よ

北

政支平 海

出成
の

道報 治
に 選告 資
関年 挙

す北
が 金
管

る海
あ 規
理

報道
っ 正
委

年

３５３

のの月
の

のの日事

ア事」項

の項をを

次

工

久 る
す

正 関

事中次

北

平の 海

成よ平 道

う成

の

教

年に 育 の

北改年 委

海正３

事

員

道す月

項

会

告選
た 法

―

中

員の
書挙 会

に管
で 昭
告

つ理
、 和
示 道同
い委 第法 年 選て員 第 法
、会 号律 挙
条 第岩告

管本示 の つ第 規 理号

定 よ
）ひ 委

基） と 第号 に

項平の

中平成よ
う 成
年に ３
月年４改

３月め

日月２る
日。 」
を日」
に

３火改

月）め
」る

教る５ 教

育。日 育

委 長

員 告 道

会 示 教教 第 」

育育 ６

長

を

号 委告

員示
第 会５

教 」号

員連
合 条づの

会

援 １、部 後 第き一

告

治次 会 項政を

示

計 定体と 会 規団の の の

収り 責 にのお

五

支訂 任 基

五

る 政告 北す く報正 者 づ
治書 川

北日を。

海」
道に平

教改成

育め
教３

会月

員。４

委る年

長
育日

」

鎌）
水

育

改特 に

長

調 め定

告

。達 る

示

公
の

札
入

る
係

に
約

契 以以以以

％％％％％％

内内内内内内

以以

内内

以以以以

％％％％

旨 一 体要 栄 団の。

内内

及訂表
ら 入公
か 収の

の 昌

、

田に

市成
平

を
部
一

の
）

告



政
団団

理

治管分事 金年 資

体出務

届
体

北 海

を
１

の
出

支括
び

及
入総

収
．

道 公 報

岩

部か

他つ本部交

の本 そ

ひ支の金

政・ら よ付 の
体そ収 と 団

治

第

政

分事 金年 資

総

体 団団
理

治管

括

体出務

届

号

成収

平．
１

平入

成年及
十３び
四月支
年５出
三日の

類
種局 名の

職
公 の・

者

収

収総

告日
月

報年
） 称

あ表
る
団
体 援人

後

の入 合他

）連の

費

会件

経光
熱
水
費

支常
備消
耗

・
者

表

） 称類
種局 名の

職
公 の

収

収総

告日
月

報年

月あ

五る

日

体
団

火

曜

日

年額 支

越 ・

前繰

入入額

支総 総

年額

の入

出本収

出額

額

品

経
品費

事
務
所

費費
計

出

組活
動

支

越 ・

前繰

入入額

織費

総

年額

の入

出本収

年額

年額
越

翌繰

出額

額

支総

数 費
会

員

・

額

員
党金

個特 収

政選関
係

挙費
関行

機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

発

・

額

員
党金

年額
越

翌繰
数 費

会

員

寄）

分付
寄 人定

個特 収

入

人の分
他体 の

法そ団

治分
体

政団
っ

小あ

政パ 行治ー
テ 資 そィ
金ー

費
他 の 活業 の

他そ事

の

内事の
小 業
費

計

調研

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

海
北

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

究

動
訳附金

付

寄交

査費

そ経

の
他
費の費
本の
部交 計支付

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

入
収

業
事

内

計
合

委
会

員
委
理
管

挙
選
道

五員

六長

訳金
入

借

無
」

部金
へ）

訳金
入

借

等況

産状

資の

之
康

橋
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め
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支
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岩

治ひ
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五
日
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曜

日

熱
光 経

費
件

人
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他
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合

）連

耗
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費
水

会
援

後

計

費費
所

務
事

経
品費

品

織費
動

組活

出

挙費
係

選関 政

関行
機発

機
紙業

誌事

関の費
伝費 の

業 紙 治宣事 誌 の

発
政パ 行

資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の
調研

計

費

小 業

内事の

五
七

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

無
」

へ）
部金

等況

産状

資の
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月
五
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